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グラフェンの磁気光学ファラデー効果の概念図。わずか一層の炭素原子
によって光の偏光面が回転する。回転角は物理学の基本定数である微細
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～研究ニュース「グラフェンの量子ファラデー効果」より～
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　これまで1日だけの実施であったオー

プンキャンパスだが，2013 年の今年は

全学的に 8月 7日（水）・8日（木）の

2日間の開催となった。理学部では初日

の午後をプレオープンとして，おもに各

学科による講演会を実施し，2日目をメ

イン開催日として，これまでと同様の展

示や講演会などを実施した。猛暑だった

にもかかわらず，初日に約 1600 人，2

日目には約 3800 人もの来場者があり，

2日間で 5千人を超える人たちが理学部

を訪れた（図 1）。

　初日のプレオープンから理学部 1号

オープンキャンパス 2013オープンキャンパス 2013
2日間で5千人超の来場者数を記録2日間で5千人超の来場者数を記録

館は高校生たちで溢れ，

小柴ホールや各講演会場

は立ち見の人々で賑わい

を見せた。初日は他学部

の参加がほとんどなかっ

たことから，多くの来場

者が理学部に押し寄せる

ことが見込まれ，各学科・

専攻の講演会では事前に

整理券を配布して対応し

てもらった。展示やラボ

ツアーには随所に工夫が見られ，多く

の高校生が活発な質疑をくりかえして

いた。また，今年は地元の台東区立忍

岡小学校からの見学者もあり，小学生

にも分かる展示には特別のマークを付

けるようにした。恒例となった小柴ホー

ルの講演会では，物理学専攻，数理科

学研究科，化学専攻の院生らによる研

究紹介が行われた。

いずれも自分たちの

研究を高校生に分か

りやすく紹介した魅

力ある講演であった

（図 2）。同じく恒例

行事の「学科・学部

はどうやって選ぶ？

理学部にしかできな

いこと」では，2 名

の教員による講演が

あり，それぞれなぜ

オープンキャンパス実行委員長

三河内　岳（地球惑星科学専攻　准教授）

　オープンキャンパスに合わせた恒例

イベントになっている理学部イメージ

コンテストが，2013 年 8月 7日（水）・

8日（木）に開催された。理学部の学生，

教員による，日々の研究の中でみられる

美しい，あるいは楽しい瞬間を記録した

理学部イメージコンテスト理学部イメージコンテスト
2013 優秀作品2013 優秀作品

なたもぜひ作品を寄せてもらいたい。

（作品と応募者コメントは裏表紙を参照）

最優秀賞　研究データ部門
高橋英則　（天文学教育研究センター 研究員）

「東京大学アタカマ天文台と南天の星空」

優秀賞　研究データ部門
河野俊丈　（数理科学研究科 教授）

「負の定曲率曲面の模型」

優秀賞　研究生活部門

土居　守　（天文学教育研究センター 教授）

「アタカマ塩湖の夕暮れ」

14 作品がオープンキャンパス期間中に

サイエンスギャラリーに展示された。そ

の結果，来場者の方をはじめ，スタッフ

や関係者による投票により，上位３作品

が最優秀賞に選ばれた（裏表紙）。最優

秀賞受賞者には，表彰状および賞品の図

書券を贈呈し，作品はサイエンスギャラ

リーに 9月中旬～ 11月末まで展示され

る。また，コンテストに出品された作品

は東大理学部イメージバンクにも掲載の

予定である。イメージコンテストは来年

度以降も開催する予定なので，次回はあ

理学部を志したかを自身の研究を通して

話し，高校生らは食い入るように講演に

聞き入っていた。また，小柴ホールホワ

イエでは「リガクル♡ミラクル＜女子中

高生のための相談コーナー＞」が今年も

開かれ，女子学生と女子中高生の間で熱

心な議論が交わされていた。

　2日間開催になり，準備する側にとっ

てはこれまでの倍以上の苦労があったが，

大きな事故も無く，無事に終了できたの

は，事前準備から当日の運営まで献身的

に携わってくださった多くの方々のおか

げである。とくに広報室の横山広美准教

授，菅原栄子さん，そのほかの広報室の

スタッフにこの場を借りて深く御礼申し

上げたい。また，大西淳彦事務部長を中

心とした理学部事務と情報システムチー

ムのサポート，各学科・専攻の実行委員

の先生方と TAとして支えてくれた学生

らの多大なご協力にも感謝の次第である。

図1：多くの高校生であふれる理学部 1号館ピロティの様子

図 2：満員の小柴ホールで行われた学生による講演会の様子

オープンキャンパス実行委員長

三河内　岳（地球惑星科学専攻　准教授）
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　理学部では，2013 年 6 月 7 日（金）

午後に理学部 1号館，旧 1号館，2号館，

3号館，4号館，7号館および化学館合

同による防災訓練（避難および個別訓練）

を実施し，避難訓練には教職員，学生な

ど約 1,500 人が参加した。本郷・浅野

地区合同の防災訓練は東日本大震災後の

2012 年に大規模地震を想定して行われ，

今回で 2回目の実施となる。今年度は

昨年度より早い時期に実施し，新入生の

学生が参加し，防災意識をもった参加者

が多かった。

　訓練開始予定時間の 14 時 25 分に，

緊急地震速報のチャイム音の一斉放送に

より訓練が始まった。まずは緊急地震速

報が放送されたときの対応訓練を行った。

理学部合同防災訓練を実施理学部合同防災訓練を実施 地震の強い揺れが到達する

までの短い間に身の安全を

確保することが重要である

が，研究室等では，棚の転

倒や落下物による危険性の

少ない場所へ移動して身の

安全を確保する。揺れがお

さまったら，火の始末，そ

して避難路を確保する。続

いて，理学系対策本部長の

相原博昭研究科長からの

避難指示により，専攻・施設で指定さ

れた場所への避難が開始された。また，

化学本館・2号館では火災発生を想定

して，消火および通報訓練も併せて行

われた。この間，避難場所に集まった

各専攻・施設は安否確認の集計結果と

被害状況を理学系災害対策本部に報告

の後，同本部自衛消防隊長の大西淳彦

事務部長が理学系安否確認情報（避難

者数）および被害状況を本郷消防署員

自衛消防副隊長　稲田　敏行（総務課長）

避難訓練の後の本郷消防署の講評を受ける参加者

　毎年行っている女子中高生イベント

に来場する生徒には共通点がある。この

イベントに来る大部分の生徒は，理系に

進学するか否か「迷っている」生徒たち

である。理系進学が決まっており，迷い

のない理系が大好きな生徒は，理学部が

開催する，ほかの理系イベントに参加す

る。そこでこのイベントには，もし理系

に進学した場合，どんな将来が待ってい

るのだろうと考える材料を提供するこ

とがミッションになる。

　理学部の女子中高生イベントはこの

数年，毎年開催しているが，参加者の

上記の傾向が強いことを再確認した上

新しい企画で理系女子を新しい企画で理系女子を
アピールアピール

き，参加者にもたいへん高い評価をいた

だいた。また，講演の後には，10 学科

から一名ずつの学生に，直接，生徒さん

と交流をしてもらった。こちらもたいへ

ん好評だった。

　理学部では多くの高校生向けイベント

を開催しているが，ニーズを十分に見極

めながら適切な企画を提案していきたい

と思っている。

横山　広美

（科学コミュニケーション　准教授）

で，今年は少し趣向を変え，2013 年 8

月 26日（月）に開催した。

　これまでは講演者に研究内容の紹介，

およびその後に見学や実験を中心に行い

好評を得ていたが，理学部に興味がある

けど，研究者になりたいとまでは決まっ

ていない，という声も一定数ある。そ

こで，今年は， 2 名の講演者のうち一名

を，社会で活躍する卒業生に依頼するこ

とになり，トップバッター

として東京大学理学部物

理学科を卒業し，朝日新

聞社で活躍する高橋真理

子氏に依頼した。二人目

の講演者は，生物科学専

攻の榊原恵子助教にお願

いし，研究人生の醍醐味

についてお話いただいた。

社会と研究分野での活躍

をそれぞれにお話いただ
卒業生による講演の様子

に報告した。その後，本部長の相原研究

科長，本郷消防署予防課の講評があり，

避難訓練が終了した。

　この後，個別訓練会場へ移動し，多くの

教職員・学生が本郷消防署の指導による

消火器使用方法，救出・救護訓練および煙

ハウス，起震車による体験訓練に参加した。

　各専攻・施設で出された今回の訓練で

問題点や良い点等を総括し，次回の訓練

に生かしていきたい。
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　理学系研究科は，渉外本部の協力を得

て，東京大学基金として最初の部局支援

基金となる「理学系研究科・理学部支援

基金」を 2013 年 4月に立ち上げました。

基金とは，一定の目的のために積み立

理学系研究科・理学部支援基金理学系研究科・理学部支援基金
- 若手人材育成に必要な財務基盤- 若手人材育成に必要な財務基盤
の確立を目指して -の確立を目指して -

てて準備しておく資金です。若手人材

の育成は，本研究科のもっとも重要な

社会的使命のひとつです。若手人材は，

「科学的好奇心によって創造活動を進め，

科学によって社会の課題を解決し，限

界を突破し，イノベーションを引き起

こす」という理学の本質的価値を創り

出す原動力です。法人化以降，国立大

学の自己収入増加のための努力が求め

られています。本研究科も，自らの社

会的使命の持続的遂行を可能にする財

理学系研究科長・理学部長

相原　博昭（物理学専攻　教授）

　東京大学理学系研究科附属植物園の

環境整備チームで活躍されている北村

亮太さんが，2013 年 6 月 11 日（火）

から 15日（土）にかけてチェコ・プラ

ハで開催された 2013INAS（国際知的障

害者スポーツ連盟）陸上世界選手権に

日本代表選手として出場し，陸上競技

北村亮太さん2013INAS陸上北村亮太さん2013INAS陸上
世界選手権で金メダル世界選手権で金メダル

邑田　仁（植物園　教授）

400m リレーで 44 秒 49 の日本新記録

をマークして金メダルを獲得されました。

個人種目では 200mで決勝 5位，100m

準決勝 6位，また 1600mリレーでは決

勝 4位（日本新）の成績を収められま

した。誠におめでとうございます。

　北村さんにとっては幾度目かの世界選

手権での挑戦でした。日頃から「走るこ

とが大好きです」と言いながら生き生き

と働いている北村さんの努力が報われて

ほんとうによかった。今後のさらなる活

躍をお祈りいたします。

務基盤の確立を目指して，広く社会から

寄付を募り基金化することにしました。

この基金の将来は，本研究科のすべての

構成員が，この使命の重みを共有し，最

先端の研究と教育を展開し，そして，成

果を広く社会に周知するという，理学系

研究科の本分を果たせるか否かにかかっ

ていると思います。この基金を大きく育

てるために努力したいと思います。本基

金へのみなさまのご支援をお願い申し上

げます。

メダルを手に笑顔を見せる北村亮太さん

　今年の高校生のための夏休み講座

2013 は，7月に 3日間，8月に 2日間，

それぞれ2名ずつの教員に講演をしても

らい，各日とも 150 名ほどの参加者が

あった。定着しつつある理学部の定番イ

ベントであるが，その運営において印象

的だったのは，ほぼすべての講座に毎回

来る生徒もいれば，いっぽうで，一名の

教員をめがけて参加する生徒も多かった

ことである。講義の後には質疑応答の時

高校生のための夏休み講座高校生のための夏休み講座
2013 報告2013 報告

間を設けているが，講義に関連する質問

もあれば，以前から気になっている質問

を専門の教員に投げる生徒も少なから

ずいた。全体の質疑応答の時間には手を

挙げる勇気がないけれど，講義の後に，

教員の前に自然に列ができ，時間が許す

限り質問を続ける生徒も多くみられた。

丁寧に最後まで対応をいただいた各講

演者の皆様に厚く御礼申し上げたい。

　また，毎回のことであるが，「高校生」

と銘打っているが中学生の参加も可能

としていることから，多くの中学生に

も参加をいただいた。運営側としては

うれしい限りである。今後も本イベン

トが理学部の顔イベントとして発展し

ていくように，運営に尽力していきたい。

横山　広美

（科学コミュニケーション　准教授）

高校生のための夏休み講座2013ポスター
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　『4月からくるか？』メール一通で私

のドイツ行きが決まった。私は物理学科

の長谷川修司先生のご指導のもと，原子

1個厚さのシートに流れる電流の物理研

究で博士号を取得した。その後，物性研

究所の長谷川幸雄研究室の博士研究員と

なり，走査トンネル顕微鏡という原子が

見える顕微鏡を用いた物性研究を行っ

た。どちらの研究室も国際色豊かで，海

外ポスドク経験の話をよく聞いた。そ

れらの影響で一度は海外に行って彼らの

研究だけでなく，そのやり方を見てこよ

うと決めた。受け入れ先候補のドイツハ

ンブルグ大 （University of Hamburg） の

ウィーゼンダンガー （R. Wiesendanger） 

研究室は分野では世界 1，2を争う憧れ

の研究室だ。ダメ元で英語の履歴書を

送ってみたところ，ラッキーなことに

ちょうど私のこれまでの経験を融合した

ような新計画が進んでいた。

　「Shiro」と書かれたプラカードをもっ

た共同研究者に入国ゲートで迎えられ

て，私のドイツでの研究生活が始まった。

まずむこうの得意技であるスピン偏極走

査トンネル顕微鏡の技術を親切に教え

ていただいた。徐々に研究の内容だけで

はなくドイツ人の研究のやり方がわかっ

てきた。あるとき実験装置の部品のサ

山崎　詩郎（大阪大学　特任講師）

イズが合わない

問題が見つかっ

た。私は部品を

一生懸命やすり

で削ったり万力

で反ったりして

サイズを微調節

しようとしてい

た。それを見て

ドイツ人共同研

究者は，試しも

せずにデザイン

をやり直そうと

いうのだ。日本人は対症療法，ドイツ人

は根本治療を好むという文化の違いが肌

で感じられた。これは研究でも同じだっ

た。日本人は目の前にある試料や装置を

工夫して手間暇かけて出せる結果を出す

という風潮がある。ドイツ人は初めから

Nature 誌に論文を載せるための試料や

実験計画，結果をデザインし，短時間で

結果を出した。

　『ドイツ語は話せる？』日本人から

100%聞かれる質問だ。研究室の公用語

は完全に英語で，買い物先でも英語が普

通に通じる。そのため私は 20単語ほど

ドイツ語を覚えただけで不自由なく生活

できた。数字もパンを買うときに便利な

ようにアインから

ツヴァイまで覚え

ただけだ。ドイツ

生活でなにより楽

しかったのはオク

トーバーフェスト

などの祭りだ。巨

大な仮説会場をつ

くるパワーとそれ

を全力で楽しむ陽

気さが半端ない。

ドイツのそんなと

ころも好きになっていった。

　ドイツ滞在も後半に差し掛かる。前半

はむこうの技術を習得することが中心

だったが，後半は自分の技術を輸出して

新プロジェクトを主導しなければならな

かった。試料から，実験装置の立ち上げ，

実験計画など，すべて自分で決めなけれ

ばならない。必要に応じてドイツ国内や

海外の研究室を訪問し情報集めを行っ

た。海外で自立して研究を遂行するとい

うのは厳しくも素晴らしい経験だった。

　2年 8ヶ月のドイツ滞在から帰国した

時には考え方がだいぶ変わっていた。ド

イツの素晴らしさに触れただけではな

く，日本がどんなに稀有な素晴らしい国

か気づかされた。君も一度海外に飛び出

してみよう！

PROFILE

山崎　詩郎（やまざき　しろう）

2007 年 東京大学大学院理学系研究科物理

 学専攻博士課程修了　博士（理学）

2007 年 東京大学物性研究所　博士研究員

2009 年 ハンブルグ大学Wiesendanger

 グループ　博士研究員

2012 年 大阪大学大学院工学研究科

 特任講師

世界に羽ばたく理学博士 第 11 回

ハンブルグ港にて研究室メンバーと（著者左端）

ドイツ製実験装置を操作する著者
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ハイジの国でポスドク生活
小薮　大輔（総合研究博物館　特任助教）

　2013 年の春から本学総合研究博物館

に特任助教として東大に戻ってきた筆者

だが，東大に戻ってくるまではスイスで

ポスドク研究員をしていた。今はもう過

去の話になってしまったが，当時のポス

ドク生活をご紹介できればと思う。

　筆者は哺乳類の頭部進化について比較

解剖学と進化発生学の立場から研究して

きたが，共同研究を進めてきたスイス連

邦チューリッヒ大学のマルセロ＝サン

チェス （Marcelo Sánchez） 博士を頼っ

て学位取得後にスイスにわたり，氏の勤

務する大学附属古生物学博物館でポスド

ク生活を始めた。スイスは九州ほどの面

積でわずか 800 万人程度の小さな国だ

が，100 万人あたりの 2008 ～ 2010 年

の平均出版論文数がアメリカ（1000 本）

の 2 倍，日本（500 本）の約 5 倍の世

界ダントツの 1位（2500 本）という驚

る。そのおかげで，そんなにお金を使う

ことなく，10 以上の欧州の国々を訪れ

ることができた。

　確かに欧州は日本と違ってお店が 7

時には閉まってしまったり，日本食が手

に入りにくかったりともちろん生活面で

不便な点もあるいっぽうで，研究面で

は基礎研究分野の研究費もまだまだ潤

沢で，日本ではポスドクの職が見つけ

にくい分野でも欧州では募集が無数に

あったりする。たとえば，進化生物学関

係では Evolution Directory （http://evol.

mcmaster.ca/cgi-bin/my_wrap/brian/

evoldir/Jobs/） というサイトが欧州の沢

山のポスドク公募情報を載せている。ま

た，欧州は研究者人口が多く，各国間の

行き来の垣根も低いためさまざまな国の

研究者と自然と人脈を広げることができ

る。修了を控え，ポスドク先について悩

んでいる人がいたら，ポスドク先を日本

だけに絞らず欧州もポスドク修行の候補

地として考えてみてほしいと思う。

PROFILE

小薮　大輔（こやぶ　だいすけ）

2006 年 京都大学総合人間学部生物科学

 専攻卒業

2008 年 京都大学大学院理学研究科生

 物科学専攻修士課程修了

2008 年 日本学術振興会　特別研究員

2011 年 東京大学大学院理学系研究科生物

 科学専攻博士課程修了　博士（理学）

2011 年 京都大学総合博物館　日本学術

 振興会　特別研究員

2011 年 スイス連邦チューリッヒ大学

 古生物学博物館　日本学術振興会

 特別研究員

2013 年 東京大学総合研究博物館　特任助教

趣味 カヌー

異的な研究力を誇っている国だ。筆者

が所属していた大学内はきわめて国際

的で，古生物学博物館にも 10 カ国近

い国々の出身者が居た。チューリッヒ

州はドイツ語が公用語なのだが，チュー

リッヒ大学の大学院以上では英語が学

内の原則的な公用語で，講義もセミナー

もすべて英語で行われていた。そのた

め，ドイツ語が全くできない筆者もほ

とんど不自由を感じることなく研究生

活を送ることができた。

　いっぽうで，欧州の労働習慣は日本

のそれと違っていてたいへんに驚い

た。日本では深夜までラボの明かりが

灯っていることが当たり前だったりす

るが，欧州では 5時を過ぎる頃には大

半の人が帰宅してしまう。どちらの労

働習慣が良いのか分からないが，筆者

もつられて自然と夕方には帰宅するよ

うになってしまった。ま

た，ワークライフバラン

スを重視して，休暇も定

期的にしっかり取る方が

多いように感じた。筆者

を含め日本人は根を詰め

て年がら年中研究するタ

イプが多いが，働くとき

は働き，遊ぶときは遊ぶ，

というメリハリのある労

働習慣のほうが，生産性

が上がるのかもしれない

と反省させられた。その

ため，筆者も二ヶ月に一

度くらいで旅行に出掛け

てリフレッシュすること

を心掛けていた。欧州内

は航空券がきわめて安く，

また鉄道網も発達してい

るため，思い立ったらす

ぐ他国へゆくことができ古生物学博物館の展示を背に立つ筆者
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高等生物繁栄の鍵「獲得免疫システム」の起源高等生物繁栄の鍵「獲得免疫システム」の起源

　脊椎動物は，限られた種類の抗原（外敵）に対応するための

自然免疫系に加え，5億年前のカンブリア大爆発の頃に高次免

疫機構である獲得免疫系を入手した。この獲得免疫系の特徴は，

リンパ球が生後に遺伝子再編成を伴って多種多様な抗原受容体

をつくり出すことにより，新奇の病原菌に対しても特異的に応

答できる点にある。さらに，一度侵入した病原菌の抗原を記憶

し，二度目の侵入では速やかな応答も可能である。しかしこの

機構に破綻や狂いが生じると，免疫系が自分を攻撃し始め，自

己免疫疾患やアレルギーの原因と成る。よって獲得免疫系に於

いて，自己に反応するリンパ球がいかに排除されるのかを解明

する事は，非常に重要である。

　脊椎動物の中でも軟骨魚類から哺乳類までの有顎類では，リ

ンパ球でイムノグロブリン（Ig）型の抗原受容体（すなわち抗

体）が作られ，主要組織適合遺伝子複合体（MHC）分子を介

して自己反応性リンパ球が除去される事（負の選択）が知られ

ている。一方，原始的な脊椎動物である無顎類（ヌタウナギ

やヤツメウナギ）では，variable lymphocyte receptor （VLR）

と呼ばれる全く異なる種類の抗原受容体が，遺伝子再編成に

よって凡そ 1014 も作られることが近年分かって来たが，有

顎類の Ig と同様に負の選択機構が存在するのか，またMHC

分子に相当する分子が存在するのかどうかは全く不明であっ

た（図）。

　我々はまず，無顎類ヌタウナギの抗体であるVLR-B と白血

球を用いた血清学的試験を行い，VLR に負の選択が存在する

かどうかを検証した。その結果， VLR-B は別個体の白血球に

反応するが，自分の白血球には反応しないことから，ヌタウ

ナギの VLR に於いても負の選択が存在し，自己反応性リン

パ球が排除されていることが示唆された。そこでVLR-B が認

識した白血球抗原の同定を試み，多型性に富む膜タンパク質

がアロ白血球抗原（同種抗原：allogenic leukocyte antigen; 

ALA）である事を見出した。ALA の型（ハプロタイプ）の違

いの程度に依存して血清交差反応性が大きくなり， VLR-B は

自己の ALA には反応せず，他個体の ALA に対して反応する

結果から，ALAが VLR-B の主要な白血球抗原と考えられる。

また，異物をヌタウナギに投与すると，ALA陽性白血球中で，

取り込まれた異物と ALA が共局在することが顕微鏡による

観察などから明らかとなり，ALA が有顎類のMHC 分子の

様に外来抗原の認識に関わる可能性が強く示唆された。

　これらの研究成果は，獲得免疫の理解やMHC 分子の進

化的な起源に迫るのみでなく，クローン選択説の自己免疫

寛容のメカニズムを再考する上で重要な知見であり，将来

的には組織移植時の拒絶反応や自己免疫疾患の理解にも繋

がることが期待される。本研究はH.Takaba et al., Scientifi c 

Reports  3, 1716 （2013）に掲載された。

（2013 年 4月 25日プレスリリース）

注）生物化学専攻　博士課程修了

　脊椎動物は獲得免疫系を備えることにより，新奇の病原体に応答できる一方，一度罹った病気に罹り

にくくなる。近年，原始的な脊椎動物である無顎類が，独自に発達させた獲得免疫系をもつことが明ら

かとなって来た。今回われわれは，他の脊椎動物（有顎類）と同様に無顎類にも，自己反応性抗体を排

除する負の選択機構が存在する事を示すと共に，MHCに相当する候補分子としてアロ白血球抗原を同

定した。この成果は，獲得免疫の理解やMHC分子の起源に迫るのみでなく，組織移植時の拒絶反応や

自己免疫疾患の理解にも繋がることが期待される。

高場　啓之（医学系研究科病因・病理学専攻　博士研究員注））
西住　裕文（生物化学専攻　助教）

無顎類の獲得免疫系と有顎類の獲得免疫系の比較
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　グラフェンが，2010 年ノーベル物理学賞の対象になったの

は記憶に新しい。グラフェン中の電子は特殊な性質（相対論的

なディラック粒子で質量がゼロ）をもち，「固体中のニュート

リノ」とも呼ばれ，その速度は光速の約 1/300 と非常に速い。

グラフェンが示す興味深い現象のひとつに量子ホール効果（「理

学のキーワード」2009 年 9月号参照）がある。ホール効果は，

磁場中に置かれた半導体などに磁場と垂直に電流を流すと，磁

場および電流と直交する方向に（ホール）電圧が生じる現象で，

発見されたのはファラデー効果よりは後のことである。半導体

界面などにできる 2次元電子系では，強磁場下でこのホール

効果が“量子化”する。電流とホール電圧の比を与えるホール

伝導度は，通常は磁場に滑らかに依存（反比例）するが，低温，

強磁場下では磁場の関数として階段状となり，段の平坦部分で

は，物質に因らず基本定数 e2/h ～（25.8 k Ω）－1（eは電気素量，

hはプランク定数）の整数倍になる。これが整数量子ホール効

果である。電気伝導という身近な現象に顕著に現れる純粋に量

グラフェンの量子ファラデー効果グラフェンの量子ファラデー効果

子力学的な効果であり，通常はヘリウムが液化するほどの低温

かつ強磁場でのみ生じる。驚くことにグラフェンでは，この現

象が室温，あるいは比較的低磁場でも発現する。量子ホール効

果は強磁場下で電子の円運動が量子化する状況で生じるが，そ

の量子化エネルギー準位（通常は電子の質量に反比例した等間

隔）が，質量ゼロのディラック電子では特殊な準位構造をとる

ためである。

　実はファラデー効果とホール効果は密接に繋がっている。金

属（導電体）では，直流ホール効果の光版がファラデー効果

である。となると，“頑強な”量子ホール効果を示すグラフェ

ンを光でみたらどうなるだろうか。光（ここでは周波数が約 1 

THz，波長約 300μmの光，テラヘルツ光を用いた）をグラ

フェンに垂直に入射させ，ファラデー回転角を測定した。磁場

を増加させていくと，図のように，古典電子論の予想（図の点

線）から外れ，微細構造定数（電磁相互作用の結合定数を表す

基本定数）を単位として階段状の値をとる様子が明瞭に現れた。

これは，光領域の量子ホール効果として最近理論的に予言され

ていたもので（青木秀夫，森本高裕，2009 年 9月 14 日理学

部プレスリリース参照），実際，量子ホール効果の原因である

電子局在の効果を厳密対角化という手法で考慮した光理論（図

の実線）とも驚くほどよく一致する。光領域の量子ホール効果

は最近， 2 次元電子系でも観測されていたが，グラフェンでは

より顕著にかつ低磁場で観測され，グラフェンの「ニュートリ

ノ的性質」のひとつの発現といえる。ファラデー効果の発見か

ら 160 年余り後，量子ファラデー効果がグラフェンのディラッ

ク電子系を舞台に明瞭に見出されたことになる。

　本研究は，物理学専攻大学院生の湯本郷（修士課程），柳済

允（博士課程），松永隆佑助教，理化学研究所の森本高裕博

士， NTT 物性科学基礎研究所の日比野浩樹博士，田邊真一博

士との共同研究であり， Nature Communications（オンライ

ン版：5 月 14 日）に掲載された。R. Shimano et al. , Nature 

Communications  4, 1841 （2013）

（2013 年 5月 15日プレスリリース）

　ファラデーといえば電磁誘導で馴染み深いが，光と磁気が絡む現象の先駆者でもあり，「ファラデー

効果」（磁性体や，磁場中の物質に直線偏光を入射すると透過光の偏光が回転する現象，光のアイソレー

タなどに利用されている）を発見している。ファラデー効果は通常，試料の厚さと磁場あるいは磁化に

比例する。今回われわれは，炭素原子わずか一層の物質であるグラフェンのファラデー効果の観測に成

功し，さらに，偏光の回転角が，電気伝導でみられる量子ホール効果に対応する量子化値をとり，「量

子ファラデー効果」を示すことを明らかにした。 

周波数 1THz の電磁波に対するグラフェンのファラデー回転角（絶対値）
の磁場依存性。図中の矢印の位置で，回転角は磁場に対して階段状にな
る（量子ファラデー効果）。そのときの回転角の大きさは，物理学の基
本定数である微細構造定数と，基板（SiC）の屈折率で決まる比例係数に，
グラフェンの整数量子ホール効果値（2,6,10,…）を乗じたもので決まる。
実線は，厳密対角化とよばれる理論手法で計算した結果。

島野　亮（物理学専攻　准教授）
青木　秀夫（物理学専攻　教授）
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　正常な細胞では，細胞内の pHがおよそ 7.2 に保たれている。

しかし，細胞がガン化した低酸素状態になると，細胞内の pH

が低下する。そのため，個々の細胞内の pHのみならず，もっ

と大きな細胞集団，たとえば身体の組織や臓器などの pH変化

をとらえることができれば，炎症化や腫瘍肥大といった病態の

変化を判断する際に有効な指標となる。しかしながら，従来の

蛍光プローブによる pH測定法では，細胞自体の自家蛍光によ

る発光のために正確な値を測ることが困難であった。したがっ

て，生きた動物個体内で長時間安定して pHを観測する技術の

開発が急務であった。

　そこでわれわれは，生物発光を利用したプローブの開発を行っ

た。生物発光は自発的な発光反応であり，励起光の強度で発光

強度が変わる蛍光とは異なり，安定して光を発する利点がある。

新しく開発した発光プローブには，発光タンパク質ルシフェラー

ゼとともに，植物に含まれる光応答タンパク質 Phototropin 内

の LOV2 というタンパク質領域を用いた。この LOV2 は，青色

ホタルの光で生体内の pH変化を可視化するホタルの光で生体内の pH変化を可視化する

光を照射すると分子構造の変化を起こし，また照射を止めると

元の構造に戻る性質がある。この元の構造に戻る速度は，周囲

の pHの値に依存する。一方で，2つに分割したルシフェラー

ゼは接近すると結合して再び発光活性を取り戻すという「再構

成」の性質をもつ。 そこで，LOV2 の両端にそれぞれルシフェ

ラーゼの断片を繋げたところ，暗所では再構成を起こして発光

を生じた。また，青色光の照射により，発光が一時的に弱まり，

そのあと元の発光の強さに回復した（図 A）。この新しい発光プ

ローブ， PI-Luc （Photo-Inactivatable Luciferase） の発光の回復

時間を各 pH毎に計測した結果，周りの pHが酸性であるほど

回復が遅くなることが明らかとなった。つまり，回復時間を測

ることで周囲の pHを観測することができる。

　PI-Luc を生きたマウスの脚に導入し，外から青色光を照射し

て， PI-Luc の発光が回復する時間を画像のピクセル毎に計算し

色変換することで， pH 環境をイメージング化した（図 B）。こ

のイメージング技術を用いることで，虚血したマウスの足での

pH の低下を時間経過とと

もにとらえることができた。

　多くの炎症や悪性腫瘍は

そのマーカーとなる物質が

開発されていない。今回開

発した PI-Luc を用いた pH

の測定法は，生体内の異常

を簡便に検査する技術への

応用が期待される。

　本開発成長はM. Hattori 

et al.,  Proc.Nat.Acad.Sci.

USA  110, 9332 （2013） に

掲載された。

（2013年5月20日プレスリリース）

　細胞がさまざまな疾患や障害下におかれると，細胞内部の pHが変化することが知られている。この

ような pHの変化を , マウスのような生きた動物個体内で長時間安定して観測することはこれまで容易

ではなかった。われわれは , 人工的につくり出したホタルの発光酵素（発光タンパク質ルシフェラーゼ）

の明滅反応を利用して，生体内での pH環境を観測する方法を確立した。本システムは， pH 観測を通

して生体内の異常を検査する技術に繋がると期待される。

開発した発光プローブ「PI-Luc」。暗所ではルシフェラー
ゼ断片が互いに接近して再構成を起こし発光する。青色光
を当てると LOV2 に構造変化が生じ，ルシフェラーゼ断片
間の距離が広くなるため消光する。下のグラフは， PI-Luc
を導入した細胞に青色光を定期的に照射した場合の発光値
の変化。照射後に発光量は一時的に減少するが，数分後に
元の値に回復する。

服部　満（化学専攻　特任研究員）
小澤　岳昌（化学専攻　教授）

発光回復時間を利用したマウス脚の pH 変化イ
メージング。PI-Luc を導入したマウス脚に青色
光を照射して，発光回復時間を色変換することで
pH変化を画像化した。止血時に酸性領域が増加
する様子がとらえられている。



11112013 年 9月号　45巻 3号

研 究 ニ ュ ー ス

地球型惑星 2つのタイプ地球型惑星 2つのタイプ

　現在の惑星形成論によると，地球や金星を含む地球型惑星は

原始惑星どうしの巨大衝突を経て形成される。よって形成直後

の惑星は全体が溶けマグマの海（マグマ・オーシャン）で覆わ

れていたと考えられ，その進化はこのマグマ・オーシャンの冷

却固化から出発する。

　これまで惑星が固化するのにかかる時間は，単純に惑星の質

量で決まると理解されていた。これによると，同程度の質量で

ある地球と金星は，初期進化の時点では似ていたことになる。

しかし実際には惑星の固化は，同時に進行する初期大気の形成・

進化と，大気による温室効果や脱ガスによる物質交換を通して，

相互に密接に影響し合う。

　そのため私たちは，マグマ・オーシャンの固化，内部からの

脱ガスと惑星外への散逸による大気量変化，さらにそれに伴う

大気構造の進化とを同時に整合的に検討した。その結果，形成

直後の惑星のサイズ・組成が全く同じでも，ある軌道を境に

全く異なる特徴をもつ 2タイプの地球型惑星が存在すること

がわかった。

　1つ目のタイプは中心星から十分遠くに形成した惑星で，

数百万年以内に固化し初期海洋を形成する（タイプ I）。もう

1つはより中心星に近い軌道に形成した惑星で，その固化時

間は惑星が初期にもっていた水を失う速さで支配される（タ

イプ II）。このタイプ II の惑星では，形成の段階で獲得した

水の量に応じて固化するまでの時間が長くなり，その間に初

期にもっていた水のほとんどを惑星外へ失ってしまう。これ

ら 2つのタイプの惑星の境界となる軌道半径は，太陽系の条

件では 0.6－0.8AU（天文単位）付近に位置する。

　地球は太陽から 1AU の距離にあり，タイプ I の惑星に分

類される。いっぽう，金星の軌道は地球よりも太陽に近く

（0.72AU），どちらのタイプも可能性がある。しかし固化した

時点で水を失っているというタイプ II の惑星の特徴は，現在

の金星をよく説明している。また，水（H2O）の構成成分のうち，

軽い水素は逃げやすく，惑星には酸素が相対的に多く残ると

考えられるが，現在の金星大気中に酸素はみあたらない。こ

れも，地表マグマの酸化に酸素が消費されたと考えれば説明

できる。

　以上のように，地球と金星は少しの軌道の差で，進化初期

から全く異なるタイプの惑星だったという可能性が新たに示

された。またこれまで地球型惑星としてひとくくりにされて

きた中に，進化が全く異なる 2つのタイプが見いだされたこ

とで，惑星の多様性の起源についても新たな視点を提案した。

とくにタイプ II の惑星では水の量に応じてマグマ・オーシャ

ンの継続時間が長くなる。そのため，太陽系外の惑星系には

形成直後からずっと溶けたままの惑星が普遍的に存在する可

能性がある。本研究成果は K.Hamano et al., Nature  497, 607 

（2013） として掲載された。

（2013 年 5月 27日プレスリリース）

　地球型惑星は巨大衝突によって形成され，衝突直後には惑星全体が溶けマグマで覆われると考えられ

ている。私たちは，この惑星の固化と，それと同時に進行する初期大気の形成・進化とを整合的に検討

した。これまで「地球型惑星」とひとくくりにされてきた中にも，軌道によって，早く冷却固化して海

を形成するものと，長い間溶けている間に水を失い干からびるものの 2タイプがあることを明らかに

した。同じような質量をもち「双子の星」ともいわれる地球と金星も，実は初期進化から全く異なる別

のタイプの惑星であった可能性がある。

濱野　景子（地球惑星科学専攻　特任研究員）
阿部　豊（地球惑星科学専攻　准教授）

地球型惑星の初期進化は，太陽系の条件下で 0.6－0.8AU 付近を境に大
きく異なる（タイプ I・II）。金星の軌道はこの境界付近に位置するため，
形成直後の質量や組成が全く同じであったとしても，地球とは全く異な
る初期進化をたどった可能性がある。
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アタカマ砂漠 ASTE 望遠鏡
河野　孝太郎（天文学教育研究センター　教授）

第 3 回場理 学 の現

　昔からナントカと煙は高いところに登

りたがると言われているが，ある分野の

研究者もまた，そうした傾向を示すこと

が知られている。ミリ波サブミリ波であ

るとか，テラヘルツ波，そして，赤外線

などとよばれる類いの電磁波を使った宇

宙観測をする人種がその代表例であろ

う。この波長帯の観測では，何よりも大

気中に含まれる水蒸気を嫌う。宇宙から

到来するこれらの電磁波が，大気中に存

在する水や酸素などの分子によって吸収

され，地上にある私たちの望遠鏡へ届く

頃には，すっかり減衰してしまうからで

ある。遥か彼方の銀河を飛び出し，何億

年，何10億年という旅をして，ようやく，

いま私たちの望遠鏡に飛び込もうとして

いるフォトンが，地球大気に阻まれて，

ゴール（というべきかはさておき）直前

で力尽きるとすれば，なんと切ないこと

であろうか。そんな健気なフォトンたち

が携えた天体からの貴重なメッセージを

余さずとらえるべく，天文学の研究者た

ちは，水蒸気が少なく，そして，大気の

薄いところ，すなわち標高の高い砂漠地

帯を目指すのである。

　アタカマ砂漠とは，南米チリの北部に

広がる乾燥地帯の名称である。強い寒流

であるフンボルト海流の存在により，海

からの蒸発量が少ない。世界でもっとも

乾燥し降水量が少ない地域として知られ

ているばかりでなく，アンデス山脈の存

在により標高も抜群に高い。1992 年，

波長 1.4mm帯のラジオメーター（放射

強度計）を自前で開発し，チリ北部の各

所にもち込んで，世界に先駆けて最初の

ミリ波帯大気透過度を測定したのは私た

ちの研究グループであったが（そのラジ

オメーターの開発は当時大学院生だった

筆者の修士論文のテーマとなった），そ

の後の大規模な調査の末，アタカマ砂漠

の高地が地上におけるもっとも優れた

ミリ波サブミリ波観測サイトのひとつで

あるということが明らかになった。標高

が高くて空気が薄く，水蒸気が少ない

ということは，ミリ波サブミリ波の観

測にとっては素晴らしいことであ

るが，そこで理学の研究を行う人

間にとってみれば，とんでもない

過酷な現場ということになる。乾

燥して肌がガサガサになるばかり

でなく，強い紫外線や急性高山病

のリスクとも格闘しなければなら

ない。そんな厳しくも素晴らしい

理学の現場に，以来，世界各国の

大学・研究機関が，最先端の望遠

鏡や観測装置をもち込み，ミリ波

サブミリ波から赤外線に至る波長

領域での，新たな国際観測研究拠

点が形成されている。その中には，

わが国が北米や欧州各国と協力し

て建設・運用を進める，史上最大

の望遠鏡「アタカマ大型ミリ波サ

ブミリ波干渉計（ALMA）」があり，

また，もっとも標高の高い望遠鏡

（5,640m）としてギネスブックに

も認定された赤外線望遠鏡mini-TAO を

擁する「東京大学アタカマ天文台（TAO）」

もある（こちらは，また回を改めて詳し

く紹介する機会があるだろう）。

　ASTE とは，「アタカマ・サブミリ波

望遠鏡実験」の略であり，アタカマ砂漠

での優れた大気条件を活かして，サブミ

リ波帯での観測天文学を切り開く使命を

担い開発・設置された，口径 10mのサ

ブミリ波望遠鏡の名称である（写真）。

現在，その運用は国立天文台チリ観測所

が担っているが，望遠鏡に搭載される観

測装置の多くは東京大学が中心となって

開発をしており，これまでに多くの大学

院生が活躍している。サブミリ波帯やテ

ラヘルツ帯では，幸か不幸か，観測装置

の心臓部となる「検出器」は市販されて

いないので，天文学の研究者が，物理や

工学の研究者と共にデバイス開発にも取

り組む。考えようによっては面倒なこと

かもしれないが，いっぽうで，自ら開発

したセンサーにより，人類がまだ見た事

も無い新しい宇宙の知見を獲得するとい

う醍醐味は，格別である。中には，そう

したデバイス開発の魅力に取り付かれ，

クリーンルームに籠る人もいる（理学部

ニュース 2012 年 3 月号「世界に羽ば

たく理学博士」）。それもまた，天文学研

究の面白さのひとつであり，理学の現場

といえるであろう。

　ASTE 望遠鏡は，天体の構造を詳し

く見分ける能力（解像度）については

ALMAより数桁劣るものの，広い天域を

網羅的に観測して， ALMAで詳しく調べ

るべき興味深い天体を探し出すことがで

きる。その成果は 100 編近い査読論文

として出版されているが，たとえば，初

期宇宙において爆発的に星形成を行って

いる特異な銀河の大量発見などを挙げる

ことができる（理学部ニュース 2011 年

1月号「研究ニュース」）。理学系研究科

では，天文学教育研究センターの田村陽

一助教を含めた筆者のグループが，ビッ

グバン宇宙国際研究センターと連携し ,

こうした初期宇宙における銀河進化の研

究に取り組んでいる。また，物理学専攻

の山本智教授のグループでは，テラヘル

ツ帯の超伝導受信機開発を行い，星間分

子雲の観測研究を進めている（理学部

ニュース 2012 年 3月号「理学の匠」）。

口径 10m のサブミリ波望遠鏡「ASTE」。アタカマ
砂漠の中で，パンパラボラとよばれる平原の，標高
4,860m地点に設置されている。
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遠藤　一佳（地球惑星科学専攻　教授） 

　私たちは歴史を背負って生きている。だから，現在の地球上

の動物の DNAを比較するとカンブリア紀の動物のことが分か

る。などと，こんなことをいつも考えているせいか，私は歴史

あるものが好きだ。江戸の古民家とか。ヨーロッパの 17世紀

の音楽とか。グローバル化や効率化の名のもとに歴史ある地域

的な文化遺産が破壊されることは痛ましい。その意味で，東大

が今後も桜の季節に新年度を迎え，19世紀に東大が設置され

た記念日に当面は入学式を挙行していけそうな情勢になったこ

とはよかった。だが，同じ東大でつい最近失われ，きっと長い

歴史があっただろうに，とひそかに胸を痛めていることがある。

　それは授業が午前 10 時きっかりでなく，15 分過ぎに始ま

るという，ちょっと半端にも思われた理学部の授業の開始時間

である。東京大学では各時限の開始時間が学部間でバラバラで

あった。そこで 2012 年度から少なくとも本郷キャンパス内で

は授業の開始時間を統一することになった。これに伴い，理学

部では 2限の開始時間が 10時 15 分だったのが，10時 30 分

へと変更された。医学部や文学部から理学部の私の授業を聴き

にくる学生が現にいるくらいなので，確かにこれは合理的な措

置であったといえるだろう。

　しかし，それによって学部間のささやかな多様性は失われ，

理学部で培われてきた 10時 15 分始まりという授業開始時間

の歴史に終止符が打たれた。本エッセイの校閲者に教えていた

だいた情報に基づくと，10数年前まで理学部の時間割は 1コ

マ 120 分で，1限は 8時から 10 時まで，2限は 10 時 15 分

から 12 時 15 分までであったのが，10 数年前に工学部と授

業を相互に受けやすくするために 1コマ 90 分に変更され，1

限は 8時 30 分から 10 時まで，2限は 10 時 15 分から 11 時

45 分までに変更されたという。いずれにせよ，2限は 10 時

15分に始まっていた。

　この授業開始時間は，少なくとも 1949 年の新制東京大学設

立時まで溯るのではなかろうか。もしかするとそれは帝大時

代にまで，果ては 1877 年の東京大学設立時にまで溯るかもし

れない。さらに妄想を膨らませると，それは，当時モデルと

されたドイツの大学に起源があるかもしれない （akademisches 

Viertel）。いずれにせよ，授業開始時間の歴史は資料などによっ

て検証できるはずだ。

　手元にある 2011年度の理学部教務委員会の資料によると，

統一前の授業開始時刻が理学部ともっとも類似していたのは

工学部であり，1時限から 5時限まで授業の開始時刻，終了

時刻はすべて同じであった。これは，上述のように，10数年

前に意図的に授業時間を揃えたことを反映する。授業開始時

間が次に理学部に近いのは，文学部，法学部などの群であり，

医学部の群がもっとも理学部から遠い（図参照）。これは，東

京開成学校（法・理・文学部）と東京医学校（医学部）が統合

されて東京大学が成立した史実と調和的であり，法，理，文

学部の授業開始時間の類似性が 1877 年の東京大学設立以前に

まで溯る可能性を示唆している。

　ちなみに，30年前に私が東大理学部に進学した頃，教室談

話会や各講座の談話会は 4時 15分始まりであった。なぜ 4時

や 4時半始まりでなく，4時 15 分始まりなのか，当時も疑問

に思ったし，今でも謎だ。これは上に述べた授業開始時刻の

歴史と同根の問題かもしれない。

　今回，授業の開始時間に関して何かのヒントが得られない

ものかと「寺田寅彦全集」にある日記と手帳を端から見てみ

た。結局「15分問題」について有益な情報は得られなかったが，

1901 年（明治 34年）の日記に「物理談話会」との記述があり，

「談話会」が 100 年以上の歴史をもつ言葉であることを知った。

また，1912 年（明治 45 年）には「地質談話会」との記述も

ある。34歳の寅彦は「地質談話会」にも出席していたのだ。

　この由緒ある「地質談話会」も今はもうない。専攻合同で地

質学教室が消滅してしまったこともさることながら，「談話会」

という言葉が使われなくなり，同工異曲のものが「コロキウム」

や「セミナー」などとよばれるようになったからだ。残念で

ある。人はそれを単なる懐古趣味と言うかもしれない。しかし，

本質は変わらないのに，うわべの変化に即答してしまった猿

たちのありようを，古人は「朝三暮四」と呼んだのである。

「15分過ぎ」の歴史

第8回
理学部ニュースではエッセイの原稿を募集しています。自薦他薦を問わず，
ふるってご投稿ください。特に，学部生・大学院生の投稿を歓迎します。
ただし，掲載の可否につきましては，広報誌編集委員会に一任させていた
だきます。ご投稿は rigaku-news@adm.s.u-tokyo.ac.jp まで。

2011 年度までの 1時限から 4時限までの各授業の開始時間の差異の合計
（分）を東大の 10学部間で比較し， UPGMA法によりクラスター解析を行っ
た。東京開成学校系統（法・文・理学部）がひとつにまとまり，東京医学校
系統（医学部）とは別のクラスターを形成する。スケールバーは 10分を示す。
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福村　知昭（化学専攻　准教授）

2013 年現在の赤門付近（撮影協力：大山堂書店）

小形正男著「波動・振動」裳華房（1999
年 11 月）ISBN978-4785320881

0303

「振動・波動」

　「振動・波動」は，出版社によると理

系の本としては隠れたベストセラーであ

るということである。振動・波動という

名前のために，ちょっとマニアックな雰

囲気が漂っているが，理学部に進学した

後で，分子振動・地震波・電磁波・量子

力学の基礎などと深くかかわる分野であ

る。本書の最初では，なぜ振動・波動が

身の回りで重要になるかということを書

いた。直進運動や放物線運動は一過性の

ものであるが，回転や振動はその場にと

どまった運動なので，身の周りに定常的

に見かけることができる。このため振動・

波動は理系の研究では重要な概念となる

のである。

　本書では基準振動の「モード」という

概念を全面に押し出して統一的な記述を

で左右逆に見えるのはなぜか？」という

大問題に科学的な怪答を与えている。

小形　正男（物理学専攻　教授）

した。モードの数が 1つの場合から始

めて，2つの場合，複数の場合，無限大

の場合と順に説明していった。無限大の

場合は弦の振動で，これが波動に繋がっ

ている。これから自然にフーリエ変換，

量子力学の波動，平面波などに発展する

ことができる。

　この教科書の特徴（というか，今でも

私が読み返す部分）は，各章についてい

る「トピックス」である。たとえば和音，

純正調音階，平均律，ブランコの揺らし

方，電子レンジの仕組み，ラジオ電波，

光速度の測り方などである。実は，調べ

始めると相当自明でないことも多く，一

番詳しく調べて楽しく書いた部分であ

る。姉妹書に同じシリーズの「量子力学」

があるが，そのトピックスの1つでは「鏡

　本学の本郷キャンパスは都心の割に広

大で建物も多い。建物は新旧さまざま

で，つねにキャンパスのどこかで建物の

新築や改修が行われている。現在，弥生

門の近くに工学部の新 3号館ができつ

つあるが，理学部でも秋から化学西館の

改修工事が始まる予定である。何はとも

あれ，改修工事は準備が大変である。ま

ず，工事期間中の研究室の引越し先を探

して，現在の研究活動をできるだけ維持

しなければならない。そして，改修後の

研究室の仕様を決める必要がある。部屋

の仕切り，装置の配置，電力容量，コン

セント位置，等々。空調設備といった

建物全体のインフラも省エネ・CO2 削減

の観点からきわめて重要である。各研

究室の細かい仕様から建物全体のイン

フラ，さらに安田講堂の背後にそぐう

建物の景観まで，建物を 1棟建てると

いうのは，とても大がかりな作業であ

る。今も，迫りくる移転や工事のため

に，多数の関係者が日々準備に追われて

いる。そのような中，目にしたのは、明

治 30年代の東京帝国大学の写真帖であ

る（http://rarebook.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

shashincho/main.html）。写真は赤門付

近の風景で，現在の赤門よりも気のせい

か，荘厳に見える。空は広く，本郷通り

の人々の往来から，のどかな雰囲気が伝

わってくる。写真帖には多くの写真があ

り、庭園の中に建物が点在するという趣

の優雅なキャンパスを垣間見ることがで

きる。このようなゆとりのあるキャンパ

スは現在の都心には到底のぞめないであ

ろう。今日のようなヒートアイランド現

象もないので，冷房設備はなかったので

はなかろうか。かつて，都心のキャンパ

スが次々と郊外に移っていったが，持続

的発展の観点からは都心に残ったキャン

パスと郊外に移ったキャンパスのどちら

がよいであろう。そして，本郷キャンパ

スの今後はどうなるであろうか。

― 第 2回 ―

知温 新

「西暦 1900 年の本郷キャン「西暦 1900 年の本郷キャン
パス」パス」

1900 年（明治 33年）の東京帝国大学の赤門付近
の風景（東京大学総合図書館所蔵資料）
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　本学名誉教授，服部晶夫先生は 2013 年

8 月 25 日に逝去されました。享年 84 歳

でした。服部先生は1959年に理学博士（東

京大学数物系研究科）の学位ご取得後，本

学で教鞭をとられ， 1990 年にご退官後も，

新設の明治大学理工学部数学科にご招聘

され，研究教育を続けられました。1966

年から 2 年間，エール大学とジョンズ・

ホプキンス大学に客員教授として滞在さ

れ，1989 年から 2年間は日本数学会理事

長を務められました。

　服部先生は，日本のトポロジーの発展と

共に歩まれた方であったと思います。幾何

学，とくに多様体のトポロジーと変換群

論を中心に仕事をされ，先生のお名前を冠

してHattori-Stong の定理とよばれる定理

「特性数の整除性は指数公式によってすべ

て得られる」は現在では古典的定理のひと

つといえます。幾何学分野ではわが国で

開催された最初の大きな国際シンポジウ

ムとして，Manifolds Tokyo1973 は良く

知られており，服部先生が編集された会

議の論文集は，今なお大きな存在感をもっ

ています。幾何学関係の教科書を 3冊書

いておられ，中でも「位相幾何学」のタイ

トルの，基礎から堅牢に構築され，オリジ

ナルの議論が要所を支えている 530 ペー

ジのご著書には，この分野を志す学生が

長年お世話になってきました。日本数学

会編集の数学辞典が，現代数学の近年の

加速的発展と共に情報デジタル化の波へ

の対処を迫られた時期に，2007 年発行第

4版の編集委員長の大役も果たされました。

　ウェブの無かった時代に，ご自身の目に

留まった最新のアイディアの詰まった海

外の論文を，学生であったわれわれに示し

て下さるときの「これは面白いよ」との

声は今も耳に残っています。気さくで飄々

としたお人柄でどなたからも敬愛されて

いました。

古田　幹雄（数理科学研究科幾何学専攻　教授）

服部晶夫先生のご逝去を悼む服部晶夫先生のご逝去を悼む

故・服部晶夫先生（2006 年サプラ
イズの喜寿のお祝い）

　服部先生はしばらく闘病生活を送って

おられましたが，最後のご論文は，去る

2013 年 8 月 12 日に arXiv に投稿された

単著のプレプリントでした。最後まで数学

の徒として範を示され，周りの多くの人々

を力強く励まし続けてくださった方でし

た。ご冥福を心よりお祈りいたします。

　本学名誉教授，永田豊先生は，2013

年 8 月 28 日に急逝されました。享年

79歳でした。

　永田先生は，1956 年に本学理学部物

理学科をご卒業後，同大学院地球物理学

専門課程へと進まれ，1961 年に理学部

助手，1964 年には理学博士の学位を授

与され，1965 年に同講師，1970 年に

同助教授，1980 年に同教授に就任され

ました。海洋波浪，海洋微細構造，海洋

フロント構造の研究をはじめ，多岐にわ

たる研究活動を展開されるとともに，多

くの学生を育成し，大学関係だけでなく，

気象庁・水路部・水産庁などに送り出さ

れました。この間，学内委員はもとより，

日本海洋学会副会長，日本学術会議海洋

物理学研究連絡会委員長，世界海洋循

環研究計画 （WOCE） の国際科学推進委

員会委員，北太平洋における海洋科学に

関する国際機関 （PICES） の海洋物理学・

気候科学委員会委員長など，国内外の要

職を歴任されました。これらのご功績に

より，1999 年に日本海洋学会宇田賞を

受賞されています。

　永田先生の思い出は尽きません。独特の

ウィットに富んだ海洋物理学の講義，気さ

くなお人柄とは対照的に，海洋物理を専門

とする大学院生には，曖昧な発表を容赦な

い質問を通じて叱責されるなど厳しい指導

をされていました。私は直接に先生のご指

導を受けることはなかったのですが，セミ

ナー発表，学会発表，学位論文など，サイ

エンスに厳しい永田先生の存在があったか

らこそ大いに鍛えられたと思っています。

また，先生はとくに野球がお好きで，理学

部ソフトボール大会の学部生チームに飛び

入りされ，やや太めのお体に似合わず鮮や

かなグラブさばきでわれわれを驚嘆させた

こともありました。

　70 歳を迎えられて後は，一転，絵画

教室に入られ，同僚の方々と展覧会を開

催するなど，多芸の先生らしい生活を

日比谷　紀之（地球惑星科学専攻　教授）

永田豊先生のご逝去を悼んで永田豊先生のご逝去を悼んで

故・永田　豊先生

送っていらっしゃいました。亡くなる 3

日ほど前に先生から「9月中旬に入院し

て心臓の手術をするが，今週開催する展

覧会には顔を出します」とのメールをい

ただいたばかりでした。突然すぎる永遠

のお別れに言葉もありません。

　永田先生からいただいたご厚情に改め

て感謝するとともに，心からご冥福をお

祈り申し上げます。
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　理学の魅力をお伝えし，その価値を皆様と共有するため，理学部では春と秋の年 2回公開講演会を行い，理学部 10学科の中か

ら，教員が魅力あるテーマをご紹介しております。

　第 24回目となる今回の講演会では，火山噴火の考察，結婚についての理学的アプローチ，宇宙論研究の現在という３つの全く

異なる切り口から，それぞれの深遠な理学の姿をわかりやすくご紹介致します。ぜひご来場ください。

第 24回東京大学理学部公開講演会のお知らせ第 24回東京大学理学部公開講演会のお知らせ
広報委員会

「どうして同じ火山がいろいろな噴火をするの？」 並木　敦子（地球惑星科学専攻　助教）

「結婚の理学」     井原　泰雄（生物科学専攻　講師）

「宇宙暗黒の時代 －すべては星から生まれた－」 吉田　直紀（物理学専攻　教授）

　理学系研究科・理学部技術部では，本年度も「技術部シンポジウム」を下記のとおり開催します。今回は本郷地区での開催とな

ります。ぜひご参加ください。詳細は，技術部ホームページ （http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/s-tech/sympo/sympo.html） をご参照く

ださい。

「第 28回理学系研究科技術部シンポジウム」開催「第 28回理学系研究科技術部シンポジウム」開催
技術部

【日　時】　2013 年 11 月 22日（金）13：00～ 17：05 【問い合わせ先】

【会　場】　本郷キャンパス理学部化学本館５階講堂  技術部シンポジウム実行委員会　栗栖 03-5841-4528

【参加費】　無料

＜特別講演＞  「超低温の獲得と量子物質の世界」 福山　寛（物理学専攻　教授）

＜技術発表（口頭）＞ 4 題  ＜技術発表（ポスター）＞  6 題

　理学部では，ホームカミングデイを「ファミリーデイ」と位置付けし，卒業生の皆様をはじめ，卒業生のお子様やお孫さんを対

象とした家族で体験できるイベントを企画致しました。当日は小柴ホールにて講演会やクイズ大会，また小柴ホール前ホワイエに

て実験コーナーを開設します。詳細につきましては理学部ホームページをご覧ください。

http://www.s.u-tokyo.ac.jp/ja/event/homecoming/2013.html

皆様のご参加をお待ちしております。

2013 東京大学ホームカミングデイ 10月 19 日（土）開催2013 東京大学ホームカミングデイ 10月 19 日（土）開催
広報委員会

【日　時】　2013 年 10 月 19日（土）13:00 ～ 17:00  

【会　場】　東京大学本郷キャンパス理学部 1号館２階小柴ホール

【参　加】　小柴ホール講演会は，事前参加申込みが必要となります。

 　定員になり次第，〆切とさせていただきます。

【主　催】　東京大学大学院理学系研究科・理学部

ホームカミングデイ2013
ポスター

【日　時】　2013 年 11 月 24日 ( 日）14：00～ 17：00  【定　員】　700 名（当日先着順）

【場　所】　東京大学本郷キャンパス法文 2号館法学部第 31番教室 【中　継】　インターネット配信を予定

【入　場】　無料       【主　催】　東京大学大学院理学系研究科・理学部
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異動年月日 所属 職名 氏名 異動事項 備考
2013.7.15 生化 助教 久保田浩行 辞職 特任准教授へ

2013.7.15 生化 特任助教 柚木　克之 辞職 助教へ

2013.7.16 生化 特任准教授 久保田浩行 採用 助教から

2013.7.16 生化 助教 柚木　克之 採用 特任助教から

2013.7.16 生科 特任助教 宮澤　真一 任命 特任研究員から

2013.8.1 地惑 助教 西田　圭佑 採用

2013.8.1 生科 特任助教 中村　瑛海 採用 特任研究員から

2013.8.15 ビックバン 助教 樽家　篤史 辞職 京都大学基礎物理学研究所・准教授へ

2013.8.16 生科 准教授 入江　直樹 採用

2013.8.16 物理 助教 大栗　真宗 採用

人事異動報告人事異動報告

あとがきあとがき

　理学系研究科・理学部ニュース 9月

号の発行に至りほっとしています。ここ

何年，夏になると「今年の夏は希に見る

猛暑」と言う報道がくりかえされていま

す。地球温暖化を信じてはいないのです

が， 8 月に調査で東南アジアの空港に降

り立つと意外と暑くないことにホット

し，帰国すると東京の「猛暑」にうん

ざりしました。例年「猛暑」の頃，編

集委員会が開かれニュース 9月号の最

終案が決まります。今年は開催日の夕

刻，都合のつく編集関係者で上野に暑気

払いに繰り出し，（私だけかも知れませ

んが）楽しい語らいの一時を過ごしま

した。職務が違ったり，分野が違った

りする人たちと話をすると色々刺激を

受けます。このニュース冊子も，手に

する方々の刺激になると良いなと思っ

ています。本号に掲載されている理学

エッセイと温故知新は，本学の歴史と伝

統を垣間見せてくれる記事で，「変える

こと」「守ること」の難しさと大切さを

考えさせてくれました。編集委員会では

理学系研究科・理学部ニュースがより

魅力的になるよう頭をひねっています。

皆様のご協力を宜しくお願い致します。

石田　貴文（生物科学専攻　教授）

東京大学理学系研究科・理学部ニュース　第 45巻 3号　ISSN 2187－ 3070

発行日：2013 年 9月 20日

発　行：東京大学大学院理学系研究科・理学部

  〒 113 － 0033　東京都文京区本郷 7 － 3 － 1

編　集：理学系研究科広報委員会所属 広報誌編集委員会

  rigaku-news@adm.s.u-tokyo.ac.jp

横山　央明（地球惑星科学専攻，編集委員長）

石田　貴文（生物科学専攻）

對比地孝亘（地球惑星科学専攻）

福村　知昭（化学専攻）

牧島　一夫（物理学専攻）

横山　広美（広報室）

國定　聡子（総務チーム）

宇根　　真（情報システムチーム）

武田加奈子（広報室）

印刷：三鈴印刷株式会社

本ニュースはインターネット
でもご覧になれます。



～トピックス「理学部イメージコンテスト2013　優秀作品」より～

チリ・チャナントール山頂の miniTAO 望遠鏡とそこから見た南天の星
空。見慣れない星座や天体が多い。標高5,640mは世界最標高の天文台。
乾燥した大気と高い晴天率、暗い空が最高の天体観測環境をもたらす。

撮影：高橋英則　（天文学教育研究センター　研究員）

ガウス曲率がいたるところ負の一定値をとるという性
質を持つ曲面の模型です。数式からデータを抽出し
て、アルミを削って、制作しました。数学的な必然性
から決まる曲面の曲がり具合の美しさをご覧下さい。

撮影：河野俊丈　（数理科学研究科　教授）

チリ北部・アタカマ砂漠にある広大な塩湖（Salar de Atacama) から、アタカマの人々
に聖なる山とされているキマル山（海抜 4,160m）を遠望した夕暮れの風景。

撮影：土居守　（天文学教育研究センター　教授）

最優秀賞「東京大学アタカマ天文台と南天の星空」

優秀賞「負の定曲率曲面の模型」 優秀賞「アタカマ塩湖の夕暮れ」

45巻3号2013年9月号
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